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研究成果の概要（和文）：　地方都市において、多くの歴史的地区は高齢者や空き家の増加といった課題を抱えている
。多世代居住の住まい方は、これらの課題の改善に役立つと考えている。この研究は、歴史的地区における居住環境と
多世代居住例を考察することを目的としている。研究方法として、居住環境及び多世代居住に関する住民意識アンケー
ト調査を実施した。さらに町並み調査として、道路に面する建物外観の写真を撮影し、外観の変化を分析した。これら
の町並み写真は、アンケート結果と組み合わせて統合整理表を作成し、住宅の建築年代、駐車場位置、住宅の外観変化
を分析した。また、多世代居住事例への居住環境調査として3世代同居を行っている事例調査を行った。

研究成果の概要（英文）： In local areas, many historical districts face problems such as an aging 
population and vacant houses. The multigenerational style of residence is useful for mitigating the 
effects of these problems. This study considers the residential environment in historical districts by 
examining multigenerational residences.
 Methodologically, the Questionnaire for the Residential Environment and Multigenerational Residences 
targeted household owners located within the central area of these districts. The Town Landscape Survey 
involved taking photos of the facades of houses and then analyzing facade changes. The Survey for 
Multigenerational Residences surveyed houses whose residents are third-generation successors.

研究分野：都市計画・建築計画

キーワード： 都市計画・建築計画　近居同居　居住環境　歴史的町並地区　多世代居住事例
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１．研究開始当初の背景 
 我が国では、昭和 50年（1975年）に伝統
的建造物群保存地区の制度が発足して以降、
町並みの保存が進んでいる。一方で、保存地
区の指定を未だ受けず、町並み保存のための
行政等からの支援を受けていない地区も数
多く存在している。その結果、歴史的町並み
は保存が進む地区とそうでない地区とで住
環境や観光振興の度合いに差が生じ、特に地
方都市での後者には社会問題として挙げら
れる少子高齢化や過疎化が追討ちをかけ、歴
史的環境の衰退が懸念されている。こうした
住環境と町並みの維持には、多世代居住によ
る円滑な世代間の住宅の受け渡しが大切な
要因になると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 地方の歴史的町並み地区では、少子高齢化
と産業の空洞化によって空き家や長期不在
宅が増え、次世代への受け渡しが困難になり
つつある。歴史的町並みと住宅は、多世代の
営みやコミュニティと共に残されていくべ
きだと考える。この維持には経済や交通の問
題も大きいが、居住者や後継者に町並みや建
物の魅力、その活用の可能性を認識してもら
うことも重要と考えている。本研究では、こ
のような歴史的町並み地区である母里地区
の調査によって、①町並みや多世代同居に関
する住民意識の把握、②町並みの現状と変化
の考察、③多世代居住の際に生じる住環境整
備上の課題とその工夫点の具体的な把握を
目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）対象地区の選定理由 歴史的な町並み
や建築を残す一方で、景観保存に行政からの
支援を受けていない島根県安来市母里地区
と広瀬地区の中心部を調査対象地区とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）調査地区の概要（表１） 母里地区は
松江藩の１万石の支藩として立藩し陣屋町
として栄えた。同様に広瀬地区も松江藩の
3.5 万石の支藩城下町として栄えたが、現在
は共に高齢化が顕著に見られる。 
（３）住民代表者と行政担当者へのヒアリン
グ調査 地区代表者の案内で旧家の内部を
含めた現地の把握などを行った。 
（４）住民アンケート調査 母里では中心部
約 0.6kmの 4 つの大通りに面する 169 軒の
世帯主を対象とし、回収数は 133（回収
78.7％）（一部重複回答のため母数を 135 と
した）。広瀬では中心通り約 1km に面する
120軒の世帯主とし、空き家を除く配布数は
100、回収数は 85(回収率 85％)であった。 
（５）町並み写真調査 中心通り両側の町並
みを写真撮影し、上記のアンケート結果と照
合して整理表を作成し、建築年代の把握、居
住状況と外観変化との関係性を分析した。 
（６）多世代居住例の居住環境調査 対象地
区内で多世代居住世帯について、昭和 30 年
代以降の家族形態の変化、これに伴う住宅平
面の変遷を聞き取り、各居室の利用状況の実
態を調査した。 
 
４．研究成果 
（１）住民アンケート調査結果（２地区、図
１・２） 
①世帯主の年代 母里は 60 代が 33％で、広
瀬は 70 代が 32％で最も割合が高い。2 地区
で 60 代以上が 59％・65％を占め、世帯主の
高齢化が見られる。②世帯構成 2 地区とも
に 2世代が最も高く 36％・39％である。3世
代は 29％・23％であった。「その他」もほと
んどが多世代居住のため多世代居住は2地区
で 7割程度を占める。一方で夫婦のみ、一人
暮らしの 1世代の世帯は合わせて 22％・24％
でこの動向によっては今後の空き家の増加
が考えられる。③住宅の最も古い部分の建設
年代 昭和以前で 8割を占め、特に広瀬では
大正期のものが 34％で多い。母里の状況では、
土地、家屋の所有は共に 97％が自分で所有し
ており、親族への継承による活用が難しいと
空き家になる可能性が高い地域であること
が分かる。④住宅の子ども世代への引き継ぎ
の予定 63％・61％では子どもが住む予定で
引き継がれるが、逆に 4割近くは継承が難し
い状況にある。⑤商店の経営歴の有無 広瀬
は過去も含めると 81％で経営歴があり、母里
は過去を含めても 20％しかなく農村集落に
近い状況である。⑥駐車場 車は母里で 95％、
広瀬で 92％が所有する。場所は母里が敷地内
の表通り沿いが 44％で高く、広瀬の表通り以
外 41％や近くに借りる 30％と比べると、母
里は外壁の後退や変化が進んでいる可能性
がある。⑦地区の長所 2 地区とも自然が最
多で、母里は町並みが多い。⑧地区の問題点 
2 地区とも少子高齢化が最多で、母里は商店
減少、広瀬は空き家の増加が多く、問題視さ
れている。⑨地区に住み続けたいか 住み続



けたいが最も多く、75％・80％が回答してお
り、愛着を持つ住民が多いことが分かる。 
 
（２）同居近居についてのクロス分析の考察
（２地区、図１・２） 
⑩現在の同居近居の状況/今後の希望 現在
同居中の母里 79 世帯の 71％・広瀬 50 世帯の
68％が今後も同居、20％・18％は近居が良い
と回答している。現在近居中のほとんどは今
後も近居同居が良いと回答している。また、
現在は同居近居を行っていない母里 28 世帯
の 46％・広瀬 17 世帯の 59％が今後は同居近
居が良いと回答している。将来的にも同居近
居を望む世帯が多いことが分かった。⑪世帯
主の年代/今後の同居近居の希望 今後同居
も近居も希望しない世帯は、母里で 20代、2
地区で 60 代と 70 代に見られ、若年と高齢の
世代との間に生活様式の違いや気をつかう
といった要因がうかがえる。子育て世代が世
帯主である 30〜50 代では同居近居を望んで
いることが分かる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）外観変化の考察（母里地区を例として） 
①町並みを構成する建物の状況 建物階数
（図３）は、119 軒中、2階建てが 91.6%、平
屋が 8.4%である。2階建てには、中 2階と思
われる建物も含んでいる。ファサード形式
（図４）は、平入が 93.3%、妻入が 6.7%で、
2 階建て平入がこの地区の歴史的な形式であ
ることが分かる。 
②建築年代と駐車場位置からみた町並み状
況と変化の特色(表３) 表は 4つの町組（図
５）、アンケート調査項目である駐車場位置 A
〜D タイプも表記している。間口では 3 間半
がこの地区の歴史的な標準長さである。駐車
場位置は全 95 軒中 48 軒が A「敷地内の表通
り沿いに駐車場を持つ」と回答している。表
3 下段のように A は主屋と駐車場との関係か
ら、「A-1 主屋の一部に駐車場を持つもの」
「A-2 主屋と並列に駐車場を持つもの」「A-3
主屋をセットバックし駐車場を設けたもの」
の 3つに分類できた。そのうち、A-3 が 15 軒
で最も多く、A-2 が 11 軒、A-1 が 8軒であっ
た。A-3は明治〜平成のいずれの年代にも見 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



られる。建物の最も古い部分としては明治以
前のものが残っているが、セットバックのた
め町並みファサードとしては近代的なもの
に変化していることが分かる。写真からも分
かるが、A-3 を除けば、A-1, A-2, B,C を含
めて、町並みファサードが良く残っている。 
③町別にみた分析 4 つの町毎に見ると、ど
の町もAタイプの表通り沿いに駐車場をもつ
家が多く、それぞれの町の約半数の住宅が A
に属していることが分かる。最も古い部分が
明治以前の建物は本町に多く残っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）多世代居住例の考察（母里地区を例と
して） 
①調査事例の概要 複数の敷地と建物を所
有し、かつて農家を営み、現在も畑を所有し
ている。居住者である祖母へのヒアリングの
結果、世帯構成は表４に示す変遷をたどり、
近年まで多世代同居だったが現在は祖母が 1
人で居住する。現在の住宅平面は図３に示す
ように、主要道路沿いに 2階建の車庫と離れ
（C’棟）、裏通り沿いに 2階建の住宅（D棟）
をもつ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



②家族構成と住まい方の経年変化 図６に
示すように、ⓐ昭和 37 年の居住状況は、ブ
ロック造住宅（A 棟）を祖母（現居住者）夫
婦寝室、主屋（平屋、B 棟）を主に姑が使用
していたが、板の間を当時の家族 3人の食事
室としていた。ⓑ昭和 43年に三男が誕生し 6
人となって狭くなったことと、湿気のためブ
ロック造（A棟）の居住環境が悪化したため、
離れ（C棟）を建設した。ⓒ昭和 52 年にはブ
ロック造（A棟）と主屋（B棟）を取り壊し、
ブロック造（A棟）の敷地に新主屋（2階建、
D 棟）を建設し、旧主屋（B 棟）の敷地は更
地となった。新主屋（D 棟）は祖母夫婦と長
男、次男の生活空間、家族の食事空間として
使用され、離れ（C 棟）は 1 階を姑が、2 階
の 6帖和室を三男が使用していた。図７に示
すように、ⓓ平成 2 年には旧主屋（B 棟）跡
地に車庫（C’棟、2台分）を建設し、離れ（C
棟）と一体化させた。この頃は姑と祖母と長
男の 3 人で、離れ（C 棟）を姑が使用し、主
屋（D 棟）を祖母と長男が使用していた。ⓔ
平成 14 年には、祖母と長男夫婦とその子ど
も 2 人の計 5 人となり、主屋（D 棟）の便所
や台所等の水廻り改修が行われた。主屋（D
棟）1階を祖母、2階を長男家族が使用し、3
世代が同居している。ⓕ平成 20 年に長男一
家の雇用や子どもの就学で米子市へ転出等
し、平成 25 年以降は祖母 1人が居住する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③円滑な同居のための工夫点の考察 図６
に示すように、ⓐ寝室は、昭和 37 年及び 43
年では棟別に分け、平成 9年以降は新主屋の
階別に寝室を分けている。寝室は世代毎に棟
別あるいは階別によって分離され、世代間の
プライバシーを確保している。図７に示すⓑ
平成の共用空間は、新主屋の 1階に共用空間
と祖母寝室があり、2 階を長男夫婦とその子
ども 2人が寝室としていた。これにより、長
男夫妻のプライバシーを確保すると共に、共
用空間での祖母による孫の子育て支援も行
い易くなっている。ⓒ建物の建替えは、出産
や結婚に伴う家族の増加に伴う子ども室な
どの空間の不足がきっかけになっている。平
成に入ると、長男の結婚を控え複数の駐車ス
ペースが必要になり、駐車場を主とする C’
棟を増築している。ⓓ歴史的町並みへの景観
配慮では、平成 2 年の C’棟増築時には母里
に多く見られる 2階建・平入り瓦葺きの外観
とし、駐車場位置は建物屋内の一部に駐車場
を持つ形態としている。主な通り側での壁面
後退などは行っておらず、町並みへ配慮して
いる。 
 
（５）まとめ 
 2 地区住民の町並みや多世代居住への意識
を比較整理した。2 地区は同市内にあること
から共通した状況が多いが、町の形成に由来 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



する商店の経営歴や駐車場の確保状況が異
なる。少子高齢化の問題もあるが、地区の自
然・歴史・町並みへの評価は高く、2 地区と
もに7割以上が同居近居を希望していること
が分かった。 
 母里地区にある建物の約半数が敷地内の
表通り沿いに駐車場を持つが、町並みファサ
ードの変化に強い影響を及ぼすA-3セットバ
ックを伴うものは、中心通り両側 95 軒の 16%
で、町並み全体としてはまだ大きな影響を及
ぼす割合にはいたっていなかった。 
 旧陣屋町で農業従事者もいる母里地区は、
ある程度周囲に農地を所有し敷地に余裕が
ある。調査した多世代居住例でも、家族構成
の変化に対応しながら近年まで多世代居住
を続けることができた要因の一つとして、隣
接敷地を用いた段階的な建替え・改修が可能
であったことが挙げられる。 
 図表は省略したが、広瀬地区での多世代居
住例の調査では、商店経営歴のある住宅が多
く、商店廃業後の土間空間が子ども室などの
多世代居住に必要とされる空間へ転用され
る余地となっていた。また、地方都市におい
て多世代が居住するために必要となる駐車
場スペースは、主要な通り沿いではない部分
に共同駐車場を確保することによって、各戸
で駐車場設置のためのセットバックとそれ
による外観変化を防いでいることも分かっ
た。 
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